
　野辺地町は、陸奥湾の最奥部、下北半島の付け根
に位置しています。北西部には陸奥湾を抱き、南に
は烏帽子岳を背負い、八甲田の山々も望むことがで
きます。かつては北前船の寄港地として栄えた湊町
としての歴史があり、祇園まつりなど当時の文化が
伝えられています。
　野辺地町は、海、山に囲まれた町であるため、そ
の自然を活かした施設や景色が魅力的です。
　烏帽子岳（標高719.6ｍ）は、天然林におおわれ
た、勾配が緩く登りやすい山で、家族での登山も楽
しむことができます。

　その麓にある、柴崎地区健康レクリエーション施
設は、芝生と林間のフリーキャンプサイトがあり、
県内外から多くの皆様がキャンプに訪れる森林施設

青森県上北郡野辺地町
となっています。また、バンガローや宿泊施設もあ
るため、夏場の避暑地として、県外の方からも人気
となっています。
　野辺地漁港内には、日本古来の和船の建造技術や
歴史を後世に伝えるため、船大工16名によって原
寸大で復元された「みちのく丸」、野辺地特産品
「活ホタテ」「野辺地葉つきこかぶ」を中心とした
青森県内特産品や、北前船寄港地の特産品を取り揃
えている「のへじ活き活き常夜燈市場」があり、晴
れの日のドライブやツーリングに最適です。

　そのほかにも、町民の憩いの場である愛宕公園で
行われるイルミネーションイベント「光物語」は、
夏に行う珍しいイルミネーションとして売り出し中
です。

　豊かな自然で育まれた特産品や、その自然を活か
した数々のイベントで、皆様のご訪問をお待ちして
おります。

お問合せ先：野辺地町産業振興課　Tel. 0175-64-2111

烏帽子岳

柴崎地区健康レクリエーション施設

「のへじ活き活き常夜燈市場」と「みちのく丸」

のへじイルミネーション「光物語」

国有林野の所在している市町村は、自然豊かで、おいしい食べ物や名産品も多くあります。その魅力をふんだんに
紹介しています。
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より詳しい
市町村の魅力はこちらから→
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　平泉町は、岩手県南部に位置する岩手県内で最も
面積の小さな市町村ですが、平安時代末期には奥州
藤原氏の拠点として繁栄を極め、現在も当時からの
寺院や遺跡が多く残されており、多数の観光客で賑
わっています。
　数ある歴史的建造物の中でも、教科書などでお馴
染みの中尊寺には、奥州藤原氏の初代藤原清衡公に
より建立された金色堂があり、優雅な装飾と金色の
輝きを放つ外観から多くの観光客を魅了していま
す。平成23年には、中尊寺を含む寺院等を構成資
産とする「平泉－仏国土（浄土）を表す建築・庭園
及び考古学的遺跡群－」として世界文化遺産に登載
されました。

　同じく世界遺産に登録されている毛越寺の境内に
は、奥州藤原氏の二代基衡公及び三代秀衡公時代に
造営された建造物跡地が良好な状態で保存され、ま

岩手南部森林管理署

岩手県西磐井郡平泉町
た、仏の世界を地上に表現したとされる浄土庭園
は、平安時代の様式をそのまま残すもので学術的価
値も高く、国の特別史跡及び特別名勝に二重指定さ
れています。
　毛越寺大泉が池にある「花菖蒲園」では、毎年６
～７月頃に、300種、３万株の花菖蒲が咲き誇り
ます。見頃を迎えると、紫・白色を中心に緑濃い浄
土庭園に鮮やかなコントラストを描きます。

　平泉町最大のイベントとして、毎年５月に、藤原
氏三代の栄華を再現した伝統行事「春の藤原まつ
り」が開催さ
れますが、そ
の中でも「源
義経公東下り
行列」は、兄
源頼朝に追わ
れた義経公
が、平泉に落
ち延びた際に
秀衡に迎え入
れられるとい
う歴史的場面を再現した圧巻の行列で、華麗な衣装
を纏った武者たちが町内を練り歩きます。
　平泉は、松尾芭蕉が訪れ、「夏草や　兵どもが　
夢の跡」等の句を詠んだ場でもあり、是非ご訪問い
ただいて、往時の栄華や歴史に思いを馳せてみては
いかがでしょうか。
［写真提供：①中尊寺事務局管財部、②～④平泉観光協会］

国有林野の所在している市町村は、自然豊かで、おいしい食べ物や名産品も多くあります。その魅力をふんだんに
紹介しています。

①　中尊寺

③　花菖蒲園

④　春の藤原まつり

②　毛越寺浄土庭園

お問合せ先：平泉観光協会　Tel. 0191-46-2110
より詳しい
市町村の魅力はこちらから→
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